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ま
?こ

マ
チ
ス
は
対
象
を
厳
し
く

く
る
が
(
「
ピ
エ
ロ

み
つ

め
、
制
作
に
お
い
て
は
例
え
対

の
埋
葬
」
も
そ
の

一
つ
)
、
題
名
も
は

県立近代美術館収蔵美術昆紹介⑨
〈ジャズ〉より

「ピエロの埋葬J(表紙)

象
と
は
似
て
も
似

つ
か
尚

も
の
を
描

こ
う
と
、
そ
の
対
象
を
し

っ
か
り
と

アンリ・マチスイ乍

( 1947年)ステンシル市氏
38.1センチX61.0センチ

じ
め
は
〈ジ

ャ
ズ
〉

記
憶
に
と
ど
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
た
。
注
意
深

い
、
敬

度
な
自
然

の
観
察
と
い
う
態
度

は

か
〈
サ
ー
カ
ス
〉

か
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
ら
し
い
二

〈ジ

ャ
ズ
〉
の
制
作
に
も
貫
か
れ
て

前
に
述
べ
た
と
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い
る
。

お
り
〈
ジ

ャ
ズ
〉

〈ジ

ャ
ズ
〉

は
晩
年
、

大
病
を
わ
ず
ら
っ

た
後
、
肉
体
的
な
負

マ
チ
ス
が

は
切
り
紙
絵
で
あ

る
が

マ
チ
ス
に

担
の
少
い
切
り
紙
絵
の
手
法
で
表
現

し
た
作
品
で
あ
る
。
〈ジ

ャ
ズ
〉
に
は
、

と

っ
て
切
り
紙
絵

は
、
は
じ
め
は
絵

ピ
カ
ソ
と
並
び
称
さ
れ
る

二

O
世

サ
ー
カ
ス

の
テ
l
マ
が
数
多
く
出
て

画
の
た
め

の
形
態

紀
絵
画
の
巨
匠
ア
ン

リ
・
マ
チ
ス

学
芸
員

・
田
中
玲
子

研
究
と
し
て
重
要

と
で
あ
る
。
切
り
紙
絵
は
線
を
色
に

(
一
八
六
九
l
一
九
五
四
・
仏
)
は
、

ピ
カ
ソ
が
キ
ュ

l
ピ
ス
ム
を
代
表
す

で
あ

っ
た
。
そ
れ

輪
郭
を
表
面
に
結
び

つ
け
る
の
で
あ

が

一
九
三

0
年
代

に
、
己
の
芸
術
で

る
。
〈ジ

ャ
ズ
〉
で
は
、
ま
さ
に
色
彩

が
量
感
を
も
表
現
し
て
お
り
、
形
態
、

色
彩
、
装
飾
性
が
見
事
に
統
合
さ
れ

る
作
家
で
あ
る

の
に
対
し
て
、

フ
ォ

ー
ヴ
ィ
ス
ム
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

デ
ッ
サ
ン
と
油
絵

が
統
合
さ
れ
ず
に

と
い
え
よ
う
。

て
い
る
。

: <ジャズ〉より
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'悩
ん
て

マ
チ

マ
チ
ス
の
生
涯
に
わ
た

る
作
品
を
み
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
か

し
か
し
、

ス
に

一
つ
の
解
答

マ
チ
ス
は

〈ジ

ャ
ズ
〉

以
来
、
切
り
紙
絵
と
い
う
独
自
の
表

こ
う
し
て
、

と
い
え
ば
落
ち
着

い
て
静
か
な
ム
ー

ド
が
漂
う
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。

マ

を
与
え
た
。
つ
ま

現
形
式
を
見
い
出
し
、
そ
の
後
、
絵

画
や
彫
刻
を
制
作
す
る
こ
と
は
な
か

り、

彩
色
さ
れ
た

チ
ス
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
彼

は
「
肉
体
の
疲
労
を
い
や
す
快
い
肘

色
紙
か

ら
形
を
切

っ
た
。
絵
画
や
彫
刻
の
問
題
や
興
味

り
取
る
こ
と
で

が
、
す
べ
て
切
り
絵
に
よ

っ
て
解
消

掛
椅
子
の
役
割
」
を
果
た
す
も
の
と

色
を
つ

け
る
行
為

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
て
自
己
の
芸
術
を
考
え
て
い
た
。

を
省
く
と
い
う

工業統計など3調査が行われます 22 
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12月号
・もくじ

を
め
ざ
し
て
回
日"-' 
56.10 

昨
年
十

一
月
九
日
、
歴
代
四
十
六
代
、

未
曽
有
と
い
わ
れ
た
同
年
豪
雪
を
、

県
民
の
不
携
不
屈
の
精
神
と
協
力
で

四
十
人
目
の
中
沖
豊
富
山
県
知
事
が

誕
生
し
て
か
ら

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

清
潔

・
公
正
、
県
民
に
向
か

っ
て

克
服
し
、
全
国
的
に
も
初
め
て
の
雪

に
強
い
無
雪
害
モ
デ
ル
県
作
り
を
進

聞
か
れ
た
「
さ
わ
や
か
県
政
L

を
基

調
と
す
る

《
活
力
あ
る
富
山
県
づ
く

め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
立
近
代
美
術
館
や
健
康

り
》
を
基
本
的
な
政
策
と
し
て
、

魅
力
あ
る
郷
士
会
つ
く
り

活
力
あ
る
産
業
。つ
く
り

明
日
を
拓
く
人
づ
く
り

増
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
継
続
事
業
は

次
々
と
完
成
を
見
ま
し
た
。

2 

一
方
、
懸
案
で
あ

っ
た
富
山
空
港

の
三

つ
の
政
策
を
柱
に
、
県
政
を
推

拡
張
整
備
事
業
の
着
手
、

小
矢
部
川

流
域
下
水
道
問
題
の
前
進
を
は
じ
め
、

4 

就
任

一
年
目
に
当
る
十

一
月
十
日
に

は
、
県
民
待
望
の
「
北
陸
新
幹
線
優

購
先
着
工
」
の
朗
報
が
伝
え
ら
れ
る
な

叩

ど

、
難
問
題
の
解
決
を
み
ま
し
た
。

う

'

包

策

と

し

て

、
二
十

一
世
紀
に

ム
ロ問中
向
か

っ
て
の
技
術
立
県
構
想
を
た
て
、

圭
O腕
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
を
め
ざ
し
て
、
〈
活
力

将

あ

る
総
合
計
画
〉
や
〈
置
県
百
年
記

らガ

念

事
業
〉
に
も
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

なし

知
恵
を
出
し
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら

介招
し
た
富
山
県
政
は
着
々
と
推
進
さ
れ

をル

て
お
り
ま
す
。

ネの県山由邑

3 進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
一

年
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。



魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

d

司
猛
威
を
ふ
る
っ
た
日
年
豪
雪
「
雪
に
負
け
な
い
で
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

ま
す

富
山
県
は
、
豊
か
で
変
化
に
富
む

自
然
が
あ
り
、
多
く
の
可
能
性
を
も

っ
た
郷
土
で
す
。
こ
の
可
能
性
を
生

か
し
、
魅
力
あ
る
郷
土
を
築
い
て
い

く
こ
と
は
、
活
力
あ
る
県
守つ
く
り
の

基
本
で
す
。

豊
か
な
自
然
は
、
県
民
生
活
に
安

全
と
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
大
切
な

資
源
で
す
。
治
山
・
治
水
事
業
に
今

後
と
も
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
自
然

観
察
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
多
様
な
施
設
の
整
備
を
図
り
、
県

民
が
自
然
に
新
し
み
、
自
然
に
学
ぶ

環
境
守
つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

郷
土
づ
く
り
の
基
礎
と
し
て
、
ま

ず
、
県
土
全
体
の
利
用
の
可
能
性
を

一
層
高
め
る
た
め
の
交
通
体
系
の
整

備
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
北
陸

新
幹
線
の
早
期
着
工
、
富
山
空
港
の

拡
充
、
北
陸
自
動
車
道
の
早
期
完
成

な
ど
県
外
と
つ
な
が
る
広
域
交
通
体

系
の
整
備
に
努
め
る
と
同
時
に
、
県

内
の
道
路
網
な
ど
に
つ
い
て
も

一
層

の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
雪
に
強

い
交
通
網
の
整
備
を
図
り
「
総
合
交

通
体
系
」
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

都
市
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民
、

関
係
者
の
参
加
協
力
を
得
て
、
多
様

な
機
能
を
も

っ
た
魅
力
あ
る
都
市
づ

く
り
を
進
め
、
県
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
様
々
な
都

市
型
産
業
が
育
つ
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
、
下
水
道
、
公
園

な
ど
の
生
活
環
境
施
設
の
整
備
に
も

努
め
、
安
全
で
便
利
で
快
適
な
県
民

生
活
を
目
指
し
ま
す
。

h

p

H

身
近
な
自
然
の
再
発
見
H

を
テ
ー
マ
に

自
然
博
物
園
セ
ン
タ
ー

「ね
い
の
里
」
が

オ
ー
プ
ン

企 文化・経済を大きく左右する

北陸自動車道は黒部 ・朝日へ

と伸びる(朝日I.C.附近)

V まちまわりで大門名物「大凧」づくりを見学

を

拡

機

で
ト

チ

ツ

ツ

港

エ
ピ
空

ジ

急

山

型

と

富

中

う

る

に

よ

れ

春

せ

さ

早

さ

備

年

航

整

臼

就

張

‘F 

‘ 緑で街をいっぱいにしようと
サツキの苗木を無料配位
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
質
の
高
い
都

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

安
定
し
た
県
民
生
活
を
維
持
し
、

県
民
福
祉
を
さ
ら
に
増
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
県
内
産
業
を
活
力
あ
る

も
の
に
し
、
働
く
場
所
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
で
は
、
高
い
生
産
性

を
も
ち
、
足
腰
の
強
い
、
魅
力
あ
る

産
業
に
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

と
く
に
農
業
で
は
、
農
地
の
流
動
化

に
よ

っ
て
規
模
の
拡
大
を
図
り
、
米

づ
く
り
を
基
本
と
し
て
商
品
性
の
高

い
特
産
物
生
産
、
畜
産
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
「
複
合
農
業
の
確
立
」
を

目
指
し
ま
す
。

工
業
で
は
、
付
加
価
値
の
高
い
技

術
先
端
産
業
化
が
課
題
で
す
。
高
い

技
術
力
を
も

っ
た
企
業
の
導
入
と
、

県
内
企
業
の
先
端
技
術
化
が
必
要
で

す
。
先
端
技
術
企
業
、
大
学
、
研
究

機
関
が

一
体
と
な

っ
た
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
構
想
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
内
企
業
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
化
、

産
学

・
異
業
種
間
の
技
術
交
流
の
促

進
を
図
り
、
「
技
術
立
県
」
を
目
指
し

ま
す

市
型
公
共
施
設
の
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
富
山
県
な
ら
で
は
の
自
然

第
三
次
産
業
で
は
「
都
市
の
賑
(
に

ぎ
わ
)
い
守
つ
く
り
」
「
歓
光
立
県
」
が

課
題
で
す
。
都
市
景
観
の
充
実
、
買

物
空
間
の
個
性
化
、
劇
場
、
博
物
館
、

と
伝
統
、

地
域
の
産
業
と
が
結
び
つ

い
た
個
性
的
な
観
光
空
間
の
創
造
を

目
指
し
ま
す
。

V 県内40ヵ所を「特産の里」に指定し地域
特産物の振興を図る

ぺJ11 
‘マハ崎 明

.&移転改築となった砺波園芸分場
使して試験研究が行われている

可V ミことしのでき具合はどうですか?と雪の被害から
する呉羽の梨園を視察

区

太
閤
山
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン

分

事
業
着
手
・
完
成
し
て
い
る
要
素

今
後
の
整
備
の
方
向

小
杉
・
大
門

地

区

小
杉
流
通
業
務
団
地

(
弘
年
度
よ
り
造
成
着
手

広
域
的
流
通
拠
点
と
し
て
の
整

備
及
び
先
端
技
術
産
業
の
導
入

を
図
る
。

八

尾

地

区

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地

(
日
年
度
よ
り
造
成
着
手
)

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
な
ど
先
端
技
術
産

業
の
導
入
を
図
る
。

富
山
・
婦
中

地

区

富
山
医
科
薬
科
大
学

る民大
。間学

研の
究機
所能
の充
誘実
致と
な
ど闘
を連
図の

小

杉

地

区

富
山
県
立
技
術
短
大
、
衛

生
研
究
所
、
公
害
セ
ン
タ

ー
、
木
材
試
験
場

既
成
市
街
地
等

八
尾
・
富
山
・婦
中
地
区

小

杉

地

区

企工業用ロポット、エレクトロニクス化など県内企業の
技術先端化が進む

hv
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
視
察
団
一
行
に
富

山
ハ
イ
ラ
ン
ド
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に

つ
い
て
現
地
説
明

工
科
系
4
年
制
大
学
の
整
備
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
構
想
の
具

体
化
な
ど
を
図
る
。

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
居
住
ゾ

l
ン

と
し
て
、
文
化
的
諸
機
能
の
整

備
等
を
図
る
。

通
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県
民
一
人
一
人
が
人
間
性
豊
か
で

充
実
し
た
生
活
を
お
く
り
、
明
日
の

富
山
県
を
築
い
て
い
く
に
は
、
人
づ

く
り
(
教
育
文
化
、
福
祉
医
療
の
充

実
)
が
肝
心
で
す
。

高
等
教
育
機
関
の
整
備
充
実
や
児

童
生
徒
の
健
全
育
成
は
も
と
よ
り
、

創
造
性
豊
か
で
実
践
力
に
富
ん
だ
、

明
日
の
富
山
県
を
担
っ
て
国
際
時
代

に
活
躍
で
き
る
若
人
を
育
て
た
い
と

思
い
ま
す
。

宇
品
九
~
、

風
土
と
伝
統
を
生
か
し
た

「
文
化
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に
努

め
、
積
極
的
な
文
化
交
流
に
よ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
世
界
に
聞
か

れ
た
県
民
文
化
の
振
興
を
目
指
し
ま

す。

「
学
歴
社
会
か
ら
学
習
社
会
へ
」

と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

今
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体

育
館
な
ど
の
施
設
整
備
に
よ
り
、
健

康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
ま

す
。福

祉
施
設
は
年
々
整
備
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
今
後
は
お

年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な
方
々
が
、

家
族
や
近
所
の
人
々
に
固
ま
れ
な
が

ら
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
な
、
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
社

会
守
つ
く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

... 110万人の健康増進墓地としてオープンした
「健康増進センター」い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
多
様
な
分

野
を
親
し
み
ゃ
す
く
学
べ
る
体
制
づ

d

司
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
総
合
計
画
の
大
き

な
テ
ー
マ
の
一
つ

(流
杉
老
人
ホ
ー
ム
)

く
り
に
努
め
ま
す
。

健
康
は
充
実
し
た
生
活
の
前
提
条

件
で
す
が
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
保
健
医
療
の
確
立
を
図
る
と
と
も



昭和55年11月から56年10月までの県の主な行事等抜すい

自然博物園センター「ねいの里」開園

県営総合体育センター用地取得で調印

県政物価パス教室がスタート

通産省が富山県をテ クノポリス基本構想調査地域に指定

富山児童相談所移転竣工

広域林道大牧線全線開通

総合雪対策研究会議が発足

生涯教育推進協議会が発足

総合計画基礎課題研究会が発足(以後、課題別研

究会を順次開催)

57年度、政府等に対する県の重要要望事項を、地

元選出国会議員に説明(東京)

6 月定例県議会を開会 (~30 日)

活力県政へ県民の知恵を募集

海外技術研修生が知事を表敬

英国大使コータッチ氏、知事を表敬

県立近代美術館開館記念式典(開館は 5日)

日本科学技術情報センター名古屋支所北陸連絡所を開設

立山山ろく家族旅行村が開村

日沿連総会(東京)

ポートピア富山県の日(神戸}

高山本線強化促進同盟会総会

西独青年代表団、知事を表敬

大沢野警察署が完成

ブロック別市長村長懇談会砺波市でスタート

大門、大島町で「まちまわり」と「つどい」

国鉄重点販売宣伝地域指定推進協議会発足

知事の立ち合いで富山化学がクラレ跡地を買収

第 1回「少年海洋教室」を開催

国道304号梨谷大橋完成、五箇山トンネル着工(平村)

農業試験場砺波園芸分場移転完成

富山県健康増進センター完成 (9月 1日オープン)

第 1回「婦人の翼」欧州|へ

知事の立ち合いで藤沢薬品が輿人跡地を買収

滑川市で「まちまわり」と「つどい」

北陸新幹線建設促進懇談会(金沢)

富山ブロック市町村長懇談会

国体夏季大会結団社行式

北方領土返還要求全国キャラパン隊表敬(メッセ

ージ交換)

テクノポリス推進協議会発足

9 月定例県議会を開会 (~ 29 日)
青年の翼(一般部門)結図式

県政アイデア委員会発足

「青年の翼J(一般部門)駄州へ

置県100年記念事業推進事務局を設置
「青年の翼J(農業部門)アメリカ、カナダへ

中小企業団体全国大会開催(富山)

テクノポリス建設構想委員会発足

全国連合小学校長研究協議会富山大会

大規模林道大山~福光線起工(利賀村)

産業展示館57年建設着工を決定

置県100年記念事業推進県民会議発起人会
高等教育機関整備推進委員会発足

全国身障者スポーツ大会結団壮行式

塩川運輸大臣、中川科学技術庁長官ら来県

デンマーク大使ペア・グローツ夫妻、知事を表敬

井波・庄川町で「まちまわり」と「つどい」

農林漁業功労者を表彰

新川ブロ ック市町村長会議

績事ぴ及事
，-

f丁日

n
u
n
v
'
i
q
f
u
q
J
 

q
L
q
3
q
δ

凋

後

唱

i

噌

i
'
i
可

i

1
i

19 

1

1

3

4

6

7

m
日
目

m

m
幻

m

m

m
却

8 

16 

月

6 

月

7 

F
h
d
p
O
凸

0

4

7

2

2

2

 

月

3

5

8

9

M

 
4

9

0

4

9

 

苛

i
唱

i
ワ
白
ワ
山
つ
白

i
t
a性
瓜

ι

τ

8且
τ
v
H
U

弓

'
n
U
A
U
-
-
q
L
F
h
J
F
D
p
o
o
o
n
n
u

l
-
-
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
 

~多記弘

績

県知事選に初当選

知事、初登庁

富山八尾中核工業団地造成工事着手

利賀少年自然の家完成

県営布施川ダム用地取得で調印

富山市水橋の新設高校用地取得てる調印

12月定例県議会を開会 (~ 16 日) . 

知事、早朝の生鮮食料品市場を視察

北陸自動車道富山~滑川が開通

県政に関する知恵・職員提案募集

カドミ汚染回復元客土買収で調印

富山空港拡張計画用地取得で調印

月

9 

月

10 

月

事

B 

昭和56年度重要要望事項予算化状況発表(達成率
96.9%) 
雪害対策本部設置

政府豪雪調査団来県 (原国土庁長官ほか)

雪害対策本部自衛隊出動を要請

「地域ぐるみ除排雪運動」を提唱し、市町村へ除

排雪経費を助成

消費生活条例を施行

衆議院災害対策特別委員会調査団釆県

中小企業研修セ ンターが竣工

庄川町に本田ロ ック工場進出

参議院災害対策特別委員会調査団釆県

科学技術庁豪雪研究会開催

小矢部川流域下水道用地取得で調印

海洋総合利用対策調査委員会初会合

富山市呉羽、福岡町の新設2高校の用地取得で調印

2 月定例県議会を開会(~ 3月20日)
初の「婦人美術展」開幕

砺波市に摂津板紙進出

雪対策研究基金創設

産業廃棄物交換コーナーを設置

雪害対策本部を解散

北陸自動車道魚津~朝日間用地取得で調印

朝日・宇奈月両町境界線決定書を交付

県政功労 ・文化功労者を表彰

県知事公室内に「総合計画室」を設置

生涯学習センターオープン

企業誘致推進本部を設置

市町村長会議を開催

聞かれた知事室を小学生らが見学

「知事のまちまわり Jf知事と語るつどしり利賀村で

スター 卜

平 ・上平村で「まちまわり」と「っと守い」

県政パス教室がスタート

中国奏皇島市(富山市姉妹都市)代表団表敬

富山市呉羽、魚津市吉島果樹園まわり

「婦人の明日をひらく富山県行動計画」を決定

黒部市で「まちまわり」と「つどい」

「矢口事公舎」を「知事公館」に改称し、 一般に開放

県営かんがい排水、ほ場整備完・起工式(山田川

合口ほか)
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力らて?

あ雪み除読

て強さド

と
て
も
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
尊
い
人
命
を
奪
い
、

住
宅
な
ど
を
こ
わ
し
、
交
通
を
混
乱

さ
せ
、
そ
の
う
え
産
業
に
も
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
す
な
ど
、
歴
史
に
残
る

豪
雪
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
富
山
県
が
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
発
展
し
て
い
く
た
め
に
決

つ

し
て
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
と
し
て
、

県
で
は
真
正
面
か
ら
雪
対
策
に
取
り

組
む
考
え
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
お

年
豪
雪
な
ど
の
経
験
を
生
か
し
て
道

路
整
備
や
除
雪
体
制
の
強
化
な
ど
、

て
き
て
い
ま
す
。

」
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
で
は

雪
を
「
宿
命
的
な
も
の
」
「
耐
え
る
も

の
」
と
は
考
え
ず
「
克
服
し
有
効
に

世
論
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

同
年
豪
雪
の
記
憶
も
新
し
い
こ
と

し
の
三
月
、
雪
対
策
の
資
料
と
す
る

な線こ
く道の
な路た
りのめ
ま交
し通今
た途で
。絶は

は県
道
ほ以
と上
んの
ど幹

3調査の項目
~ 1 )除排雪の状況
~ 2)被害の状況
~ 3)地域ぐるみ除排雪の状況
~ 4)生徒の除排雪作業等
~ 5) ひとり暮らし老人等の除排雪に
~ 6)幹線道路の除雪状況
7)豪雪期の交通機関の状況

~ 8)豪雪時の生活必需品の購入状況
~ 9)豪雪の情報
~ 10)県の施策に対する要望
i 川対象者の県への提言

し
か
し
、
車
社
会
の
進
展
な
ど
に

よ

っ
て
人
や
物
の
流
れ
も
大
量
に
な

り
、
そ
の
行
動
範
囲
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
水
準
の
向
上
や

生
産
構
造
の
変
化
な
ど
か
ら
、
雪
の

与
え
る
影
響
や
、
そ
れ
に
対
す
る
み

た
め
世
論
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ

霊の
三調査の設計 言，、ロ
~ 1 )調査地域 富山県全域 i果
~. 2)調査対象 満20歳~満69.蔵迄の男女 iの
~. 3)標本数 1，200人 2中
i 4)抽出方法 層化副次無作為抽出法 iぞ
i 5)調査期間 昭和56年 3月10日~同年3月31日 ミヤ
I 65調査方法 け 調査きによる個別面接調査 i y 
i回収の状況 1 i 2 
~ 1)標本数 1，200 (100.0%) ~ ~トi 2)回収数 1，131 (山%) I敢

'山刷11剛11川酬剛川"川"削11削"川"川附If刷州fI
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地域ぐるみ除排雪運動に対する考え
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図 2
地域ぐるみ除排雪の有無

図 3

ひとり暮らし老人等の

世帯の除排雪について

図 1

青果物・鮮魚類などの数量の状況図 4

物凶@~;続出盛盗塁三
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果青

上
げ
て
、
県
の
考
え
方
や
こ
と
し
の

雪
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

ぐ
る
み
で
計
画
的
に
行
い
ま
し
た
。

」
の
こ
と
に
つ
い
て
七
割
近
く
の
人

函てちが

2 おで「
)りす回
れ ぴる分

るのた
のはち
はよの
心い生
強こ活
いと圏
限」を
りと自
で考分
すえた

除
排
雪
H
H
半
数
は
地
域
ぐ
る
み
で

生
活
道
路
や
通
学
路
そ
し
て
公
民

館
な
ど
地
域
で
共
用
し
て
い
る
部
分

の
除
排
雪
は
、
自
治
会
や
町
内
会

で
行
な

っ
た
と
答
え
た
人
が
約
半
数

あ
り
ま
し
た
。
(図

1
)
こ
と
し
の
よ

一
月
中
旬
に
は
「

一

斉
除
排
雪
デ
l
L
を
設
け
て
、
地
域

す
。
そ
こ
で
、

除
排
雪
は
話
し
合
い
と
協
力
で

う
な
豪
雪
に
な
り
ま
す
と
、
団
地
や

を
で
き
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
す
。
こ

と
し
の
豪
'弓手
三ヨ

は
自
r台
A、
:z:;; 

や
青
年
団

...56年豪雪は生活産業にも大きな被害をもたら
した (写真は押しつぶされた工場の倉庫)

「
自
分
の
雪
は
自
分
で
処
理
」
す

る
の
が
原
則
と
も
い
え
ま
す
が
、
な

か
に
は

一
人
暮
し
の
老
人
世
帯
や
母

住
宅
密
集
地
な
ど
で
は
排
雪
場
所
が

狭
く
、
屋
根
雪
を
道
路
に
下
す
結
果
、

救
急
車
や
消
防
車
な
ど
緊
急
自
動
車

の
進
入
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

子
世
帯
、
身
体
障
害
者
世
帯
な
ど
白

学
生
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
手
で

ら
の
世
帯
の
除
排
雪
奉
仕
が
行
わ
れ

宇
品

1
レ
れ
~
。

力
で
は
ど
う
し
て
も
屋
根
雪
お
ろ
し

企地域ぐるみ除排雪が県下随所でみうけられた(写真は八尾町)

除
排
雪
は
「
地

域
住
民
が
話
し
合

っ
て
」
「
隣
近
所
が

協
力
し
て
L

行
う

べ
き
だ
と
の
意
見

が
多
い
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に

|
|
県
や
市
町
村

の
対
策
が
必
要
な

の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が

|

|

「
自
分

た
ち
の
ま
ち
を
愛

し
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
の
人
を
愛
す

魚

燃油プロ T ン ;14斗剛志!~JJ.~~{~tm%)~{延長~H~gEif家主.n~{{?H~~~ill~~::}~?~事0.1
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全

図 5 幹線道路の除雪状況

¥、

れ

1 1 

保有 ‘1 
τ 、事

吻令 淘

‘~亀

る」

相
互
扶
助
が
大
切
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
図

3
)

生
鮮
食
料
品
、

灯
油
の
確
保

生
鮮
食
料
品
や
暖
房
用
燃
料
な
ど

は
、
県
外
か
ら
の
流
入
経
路
が
確
保

さ
れ
て

い
た
た
め
、
品
不
足
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。(
図

4
)
ま
た
、



価
格
も
安
定
し
て
お
ひ
、
消
費
生
活

で
の
不
安
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

た
だ
、
除
排
雪
用
具
に
つ
い
て
は
需

要
が
集
中
し
た
た
め
、

一
時
的
に
品

不
足
や
価
格
上
昇
が
あ
り
ま
し
た
。

専
門
的
な
調
査
研
究
を
継
続
し
て
進

県
で
は
、
県
外
産
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
青
果
物
な
ど
は
、
産
地
に
出

荷
要
請
を
行
う
な
ど
安
定
供
給
を
確

保
し
、
価
格
に
つ
い
て
も
監
視
を
強

め
て
み
な
さ
ん
の
生
活
の
安
定
に
努

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

口
技
術
開
発
部
会

0

県
下
全
域
に
及
ぶ
な
だ
れ
発
生
危

険
地
域
の
調
査
と
対
策

0

雪
に
強
い
果
樹
・
園
芸
施
設
、
消

雪
方
法
の
調
査
研
究

0

冠
雪
林
の
調
査
研
究

口
税

・
財
政
金
融
部
会

o
m年
豪
雪
で
は
一

世
帯
当
り
七
万
五

千
四
の
雪
処
理
出
費
が
あ

っ
た
こ
と

角
度
か
ら
雪
対
策
を
研
究
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭

で
は
冬
仕
度
な
ら
ぬ

H

雪
仕
度
N

は

雪
に
備
え
て

0

大
根
や
白
菜
な
ど
保
存
で
き
る
野

菜
は
、
豊
富
に
出
ま
わ
っ
て
い
る
時

期
に
買

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O

ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
l
、
ダ
ン
プ
な
ど

か
ら
、
雪
国
の
税

・
財
政
金
融
に
つ

い
て
研
究

0

異
常
豪
雪
時
の
激
じ
ん
災
害
法
の

適
用
を
研
究

口
無
雪
害
都
市
機
能
部
会

0

地
区
内
道
路
を
含
め
た
除
雪
、
不
ツ

o ト
雪刀
に|

強ク
いの
道研
路究
構
造
の
研
究

0

屋
根
雪
処
理
対
策
の
研
究

ま
し
ょ
う
。

の
除
雪
用
具
は
、
今
か
ら
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

0

家
の
外
国
り
の
点
検
、
補
強
を
し

中宇品?しょ'フ
。

力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
夏
以
来
、
灯
油
の
価
格
が

上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
為
替
相

場
の
安
定
や
石
油
備
蓄
の
増
加
な
ど

で
、
安
定
し
て
お
り
、
今
後
は
小
康

状
態
を
保
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が気
と
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し
ょ

と

富
山
県

A、

雪

策
研

のせ
固ま
つし
のた

をの
設研
け究

そ議
れに
ぞは
れ次

国
道
や
県
道
な
ど
幹
線
道
路
の
除

雪
に
つ
い
て
は
「
よ
か
っ
た
」
「
非
常

に
よ
か
っ
た
」
と
す
る
人
が
約
半
数
、

除
雪
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
よ
う
で
す
よ
図

5
)
今
後

の
道
路
除
雪
は
「
も
っ
と
強
化
す
る
」

「
消
流
雪
の
設
置
箇
所
の
増
強
」
「
路

上
駐
車
の
指
導
取
り
締
り
の
強
化
」

が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
冬
の
除
雪
計
画

さ
て
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

一
番

い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
調
査
研
究

0

雪
に
強
い
建
築
構
造
の
研
究

0

公
共
輸
送
機
関
の
利
用
向
上
対
策

口
行
動
計
画
部
会

前
に
避
難
路
や
避
難
方
法
を
確
か
め

雪
が
降
っ
た
ら

O

「
自
分
の
雪
は
自
分
で
始
末
」
が

原
則
で
す
。
事
故
や
ケ
ガ
の
な
い
よ

う
無
理
の
な
い
安
全
な
作
業
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

0

雪
お
ろ
し
は
、
早
め
早
め
に
し
た

方
が
安
全
で
能
率
的
で
す
。

こ
れ
ら
み
な
さ
ん
の
車
晶
玉
と
同
年
豪
雪

の
経
験
か
ら
、
県
で
は
こ
と
し
、
新

し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
六
台
と
歩

道
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
三
台
を

購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
消
雪
装
置

を
三
十
四
・
五
キ
ロ
新
設
(
全
延
長
百

二
十
七

・
三
キ
ロ
)
す
る
な
ど
、
除
雪

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

(一)を
確
保
し
た

と
考
え

て

ま
す

交
通
量
の
特
に
多
い
路
線
に
は

究
会
議
」
を
こ
と
し
六
月
に
発
足
さ

中広
1
u

ょ・フ
。

0

排
雪
場
所
や
排
雪
方
法
に
つ
い
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
話
し
合

っ
て
お
き

ま
し
ょ
λ
ノ
。

0

万
一
心
備
え
、
家
の
ま
わ
り
に
通

行
で
き
る
箇
所
を
二
つ
以
上
確
保
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
消
防
車
や
救
急

車
な
ど
の
進
入
路
を
必
ず
つ
く

っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

0

排
雪
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

量
重
点
体
制

O
圧
雪
さ
れ
た
雪
が
融
け
て
生
じ
る

交
通
障
害
を
減
ら
す
た
め
、
日
中
の

除
雪
を
強
化
し
ま
す
。

O
市
街
地
の
パ
ス
路
線
や
幹
線
道
路

の
交
差
点
は
、
拡
巾
除
雪
と
運
般
排

雪
で
広
く
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

(ヨ(ゴ

雪
捨
て
場
の
整
備
と
効
率
化

ど
ん
な
ケ

l
ス
に
も
応
じ
ら
れ

る
よ
う
に

O
市
町
村
や
除
雪
協
力
会
社
と
の
連

絡
を
十
分
に
と
っ
て
、
機
械
や
運
転

者
を
適
切
に
確
保
し
ま
す
。

O
な
だ
れ
の
発
生
し
や
す
い
区
間
で

12  

は
、
所
轄
の
警
察
署
と
連
絡
を
と
っ

て
交
通
止
め
な
ど
保
安
対
策
に
配
慮

し
ま
す
。

O
拡
巾
や
雪
の
積
み
込
み
機
能
を
も

つ
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
を
十
二
分
に

活
用
し
ま
す
。

13  

ょ
う
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

O

近
所
に
身
体
の
不
自
由
な
人
や

一
人
暮
し
の
お
年
寄
り
の
世
帯
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
わ
り
の
人
た
ち
で
助

け
合

っ
て
除
雪
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

よ軒 。
う下子
にや供
。川の
の遊
そび
ば場
では
は安
遊全
ばで
せす
なか

0

路
上
駐
車
は
交
通
の
障
害
だ
け
で

な
く
、
除
雪
の
大
き
な
障
害
に
な
り

ま
す
。
路
上
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
。

O

マ
イ
カ
ー
利
用
は
必
要
最
少
限
に

'
し
キ
4
F
1U

よ
p

フ。



巴ジ
巴づ

人
口
三
十
万
の
県
都
富
山
市
。
前
田
利
次
公
の
城

下
町
と
し
て
、
常
に
産
業
、
経
済
、
文
化
、
交
通
の

中
心
を
な
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
富
山
市
郊
外
に
あ
る
内
山
邸
を
ご
ぞ
ん
じ
の

か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
内
山
家
は
、
富
山
藩
時

と

む
り
や
く

代
に
十
村
役

(
大
庄
屋
)
を
勤
め
、
最
盛
期
に
は
千

七
百
石
の
大
地
主
で
し
た
。
現
在
ま
で
六
十
七
代
に

及
ぶ
と
も
伝
え
ら
れ
、
歴
代
の
当
主
は
神
通
川
の
は

ん
ら
ん
原
野
の
開
墾
に
努
め
、
地
域
の
勧
農
、
治
水
に

あ
た
り
、
新
し
い
農
業
技
術
の
導
入
に
も
努
力
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

幕
末
の
慶
応
四
年

二

八
六
八
年
)
に
建
て
ら
れ

た
内
山
邸
は
、
瓦
葺
き
切
妻
造
り
の
一
部
木
造
二
階

建
て
で
、
座
敷
ま
わ
り
は
奥
座
敷
、
中
座
敷
、
大
広
間

か
ら
構
成
さ
れ
、
藩
制
時
代
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
広
大
な
庭
園
に
は
樹
齢
百
年
を
超

え
る
古
木
や
種
類
の
豊
富
な
庭
木
、
名
石
な
ど
が
配

置
さ
れ
、
深
遠
な
趣
き
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
山
邸
は
、
県
民
会
館
の
分
館
と
し
て
開
放

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
も
こ
こ
で
茶
会
な
ど
催

し
て
、
か
つ
て
の
豪
農
の
生
活
を
し
の
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

幕末の豪農の姿を今に伝える内山邸

内山邸で点てるお茶もまた格別

'14 

施設使用料金

利 用料金

室 名 畳数 9 :00-12:00 
13:00-16:00 

9 :00-16:00 

中 座敷 15 1唱00{0円) I，90(0 円)

台厨の間 15 1，000 1.900 

奥座敷 12.5 900 1，800 

外川の間 8 600 1，200 

書 院 8， 6 1，100 2，100 

サ，r~ 室 4.5，4.5 800 1，600 

// 7. 3 800 1，400 

申込先/県民会館受伺(0764)32-1111

観覧料/一般100円、児童・生徒50円

休

!jf 
}t1 

館日 /毎週火曜日、年末年始

開館時間/午後9時~午後4時

案内図

国道8号線

-利用案内

庭園も見どころのひとつ庭木名石が深遠な趣きをただよわせる

'15 



hv
田
園
地
帯
の
象
徴
で
あ
る
風
車

hv
出
発
直
前
の
ホ
ー
ム
で
仲
間
と
語

リ
合
う

4
司
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
家
族
と
の
パ

l

テ
ィ
ー
で
、
お
わ
ら
節
を
披
露

vハイデjレベルグのまちを
散さくする団員

企ソーシャル・ゼントラム(養護老人ホーム)の老
人を慰問

vパリで現地婦人を招いて支歓会を開く

‘ 謡ムフ
をヴラ
うイン
たジク
うツフ
トjレ
でト
ドで
イの
ツホ
民|

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
経
験
し
て

青
年
の
翼
一
般
部
門田

中

一

枝

私
た
ち
が
泊
っ
た
お
宅
は
西
ド
イ

じ
た
時
の
う
れ
し
さ
と
、
日
本
の
こ

ツ
の
ク
ロ
ン
ベ
ル
グ
と
い
う
所
で

思と
うを
時も
のつ
は・と
カf・矢口
ゆ・っ
さ・で
とも
をら
交い
互た
lこ し瓦
感と

国
鉄
へ
勤
め
て
お
ら
れ
る
シ
ユ

ミ
ツ

ト
さ
ん
の
家
で
し
た
。

じ
る
日
々
で
し
た
:
:
:
。
そ
れ
で
も
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
家
は
ご
夫
婦
だ
け
の

生
活
で
、
と
て
も
楽
し
い
ご
主
人
と
、

国
を
越
え
、
言
葉
を
越
え
た
人
と
人

と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
も
て
た
の
を

細
か
い
心
く
ば
り
を
し
て
下
さ
る
奥
r

さ
ん
と
、
本
当
に
す
て
き
な
お
二
人

で
し
た
。
片
言
の
会
話
で
意
志
が
通

害
者
で
あ
る
私
を
預
か
る
不
安
は
な

し
あ
わ
せ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
障

か
っ
た
か
と
報
道
の
方
が
尋
ね
ら

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
努
力

第

一

回

婦

人

の

翼
川

瀬

律

子

企東ベルリンからの越境を果たせなかった市民を悼む十字架

私
た
ち
が
訪
れ
た
の
は
、
十
八
歳

れ
た
時
、
シ
ユ
ミ

ツ

16  

島
卜
さ
ん
は
「
体
に
障

ユ
害
を
持

っ
て
い
る
こ

刊
と
は
別
に
問
題
で
は

情
な
い
。
た
だ
、
心
に

払

障

害
を
持

っ
て
い
な

帥

い
こ
と
が
大
切
な
の

た
だ
・
:
。

し問

彼
女
の
場
合
は
、
全

開
く
問
題
は
な
い
日
と

味
答
え
て
下
さ
い
ま
し

り
ノ~
ご
た
。
私
に
対
す
る
最

h

高
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
だ

企

と
思

っ
て
い
ま
す
。

所
長
も
、
労
働
災
害
で
片
腕
を
失

っ
た
人
で
、
障
害
者
へ
の
愛
情
と
熱

意
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り

ま
す
。
予
算
獲
得
の
た
め
に
州
の
官

僚
と
や
り
合

っ
た
こ
と
、
H

福
祉
は
金

よ
り
も
心
で
あ
る
H

ご
と
、
H

障
害
者

も
社
会
の
片
隅
で
な
く
、
堂
々
と
自

か
ら
五
十
八
歳
ま
で
の
心
身
障
害
者

(
ほ
と
ん
ど
が
先
天
性
)
の
施
設
で
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
、
入
所
者
た
ち

が
お
も
ち
ゃ
、
家
具
、
電
気
機
器
の

部
品
な
ど
、
適
性
に
応
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
作
業
に
従
事
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
。

活
で
き
る
世
の
中
を
H

な
ど
と
熱
心

即
に
語
ら
れ
た
の
が

臥
印
象
的
で
し
た
。

ら制
作
業
所
で
生
き

ん
生
き
と
仕
事
に
励

さ晴
ん
で
い
た
人
々
の

治
姿
、
帰
り
の
パ
ス

き調
が
見
え
な
く
な
る

崎
ま
で
手
を
振
っ
て

聴
く
れ
た
作
業
所
の

で知
人
々
の
姿
が
、
今

酢
も
心
に
や
き
つ
い

宝ロ舗
で
い
ま
す
。

ツJ'
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リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
農
場
に
滞
在
1
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

ー
、
現
地
の
大
規
模
な
農
業
経
営
を
体
験
し
て
き
ま

じ
た
。

「
明
日
を
拓
(
ひ
ら
)
く
人
づ
く
り
」
を
施
策
の

柱
の
一
つ
に
し
て
い
る
富
山
県
で
は
、
「
青
年
の
翼
」

こ
般
・
農
業
部
門
)
と
「
婦
人
の
翼
」
を
海
外
に

派
遣
し
ま
し
た
。

「
青
年
の
翼
」
(
一
般
部
門
)
は
西
ド
イ
ツ
・
オ
ラ

ン
ダ
へ
、
「
婦
人
の
翼
」
は
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
視
察
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
(
各
家

庭
で
の
生
活
体
験
)
や
現
地
の
人
々
と
の
交
歓
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
青
年
の
翼
」
(
農
業
部
門
)

団
員
た
ち
は
、
各
地
域
に
お
け
る
青
年
、
婦
人
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
国
際
的
視
野
、
学
ぶ

べ
き
も
の
の
多
い
農
業
経
営
の
体
験
な
ど
、
数
多
く

の
み
や
げ
を
携
え
て
帰
国
し
た
の
で
す
が
、
各
部
門

の
管
理
部
員
の
同
行
紀
を
通
し
て
、
彼
ら
の
活
躍
ぶ

り
を
ご
披
露
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

の
一

…………
現
地
の
若
者
定
積
極
的
民
一交
捷
径
一
絹
龍
一)一

う
る
お
い
と
落
ち
つ
き
の
国
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
を
旅
し
て
感
じ
る
の
は
、

う
る
お
い
と
落
ち
着
き
で
す
。
ア
ウ

ト
パ

l
ン
(
高
速
道
路
)
の
車
窓
に

流
れ
る
風
景
は
、
ど
こ
も
牧
歌
的
で

の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
。
集
落
は
、

全
て
教
会
を
中
心
に
出
来
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
大
海
原
の
う
ね
り
の
よ
う

に
な
だ
ら
か
に
起
伏
し
て
地
平
線
ま

で
広
が
る
平
野
の
そ
こ
か
し
こ
に
、

あ
た
か
も
小
島
の
よ
う
に
点
在
し
て

い
ま
す
。

日
本
と
同
じ
よ
う
に
戦
禍
の
中
か
ら

の
配
り
よ
う
で
す
。
所
長
の
ボ

l
ラ

ー
さ
ん
が
、
種
々
の
設
備
を
誇
ら
し

げ
に
案
内
し
な
が
ら
も
、
「
本
当
の
福

祉
と
は
、
身
障
者
と
健
常
者
が
自
然

に
交
流
す
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
」
と

言
っ
た
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

立
ち
直
り
、

め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展

を
成
し
遂
げ
た
国
ド
イ
ツ
。
激
し
い

工
業
化
、

都
市
化
の
波
に
押
さ
れ
な

が
ら
も
ド
イ
ツ
人
の
か
た
く
な
な
ま
で

心

が

か

よ

ラ
イ
ン
河
近
く
の
丘
の
上
に
あ
る

オ
ー
バ
ー
ベ
ー
ゼ
ル
の
ユ

i
ス
ホ
ス

テ

ル

は

う

っ
そ
う
と
茂

っ
た
樹
木

の
中
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。
四
年
前

に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
そ
の
施
設
は

身
体
障
害
者
用
の
各
種
の
設
備
を
完

行
の
中
に
い
る
五
人
の
身
体
に
障
害

を
持
つ
団
員
と
他
の
団
員
達
の
自
然

な
交
流
を
見
る
に
つ
け
、
心
の
か
よ

う
福
祉
が
ま
ず
大
切
な
ん
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
街
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
か
ら
車
で
約
二
時
間
ほ
ど
の
こ

の
街
は
人
口
十
六
万
人
。
か
つ
て
ゲ

ー
テ
が
絶
賛
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は

美
し
く
ロ
マ
ン
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
街

で
し
た
。

一
行
は
ド
イ
ツ
で
の
滞
在

の

一
日
を
こ
の
歴
史
の
街
で
過
し
ま

し
た
。
街
は
ず
れ
の
丘
の
上
に
建
つ

中
世
の
古
い
お
城
、
街
の
中
を
流
れ

る
ネ
カ

l
川
、
中
世
風
の
建
物
、
そ

し
て
、
あ
の
有
名
な
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
大
学
。
ど
れ
も
古
い
ド
イ
ツ
を
仲
間

御
(
ほ
う
ふ
つ
)
と
さ
せ
る
も
の
ば
か

り
で
す
。
団
員
た
ち
は
皆
思
い
思
い

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て

終
日
こ
の
美
し
い
街
を
散
築
し
、
ま

た
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
現
地
の
青
年

と
交
流
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
を
感
じ
た
ホ

i
ム
ス
テ
ィ

一
行
は
、
ド
イ
ツ
の
ウ
ィ
ス
パ
ー

デ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
そ
し
て
オ
ラ
ン

ダ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
五

1
六
日

の
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

あ
る
女
性
団
員
が
「
今
か
ら
引
き
と

ら
れ
て
い
く
の
」
と
つ
ぶ
や
い
た
よ

う
に
、
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
に
入
る
前
は
、

皆
一
様
に
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
、
言
葉
も
ろ

く
に
通
じ
な
い
、
そ
ん
な
中
へ
飛
び

」
ん
で
五

1
六
日
現
地
の
人
と
寝
食

青年の翼農業部門は

アメリカカナダヘ

の
郷
土
愛
が
、
古
い
ド
イ
ツ
と
新
し

い
ド
イ
ツ
と
の
均
衝
を
美
し
く
ま
と

め
あ
げ
て
い
る
|
そ
ん
な
印
象
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。

う

福

祉

備
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
福
祉

施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
ド
イ
ツ

の
中
で
も
、
と
り
わ
け
立
派
と
い
う

だ
け
あ

っ
て

水
中
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

屋
内
温
水
0

ア
ー
ル
の
中
の
電
動
リ
フ

ト
な
ど
、

い
た
れ
り
つ
く
せ
り
の
気

を
共
に
す
る
わ
け
で
す
か
ら
そ
の
不

安
は
い
か
ば
か
り
か
想
像
で
き
る
で

し
ょ
う
。
雨
の
中
を
団
員
た
ち
が
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
家
庭
に
引
き
と
ら
れ
て

一
人

一
人
、
夜
の
帳
の
中
ヘ
消
え
て

行
く
。
そ
ん
な
感
傷
的
な
情
景
に
役

職
員
か
ら
は
思
わ
ず
「
ガ
ン
バ
レ
ヨ

/
L

と
声
が
飛
ぶ
の
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
不
安
は
す
ぐ
に
消

え
去
り
ま
し
た
。
ホ
l
ム
ス
テ
ィ
家

庭
の
暖
い
も
て
な
し
と
さ
り
げ
な
い

親
切
、
そ
し
て
何
に
も
増
し
て
家
族

の
人
々
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
は
、
団

員
た
ち
の
心
に
深
く
印
象
づ
け
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
市
民
生
活
に
よ

っ
て、

築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

文
化
の

一
端
を
、
内
側
か
ら
か
い
間

み
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

花
の
国
オ
ラ
ン
、
タ

オ
ラ
ン
ダ
で
ま
ず
驚
か
さ
れ
る
の

は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
花
好
き
な
こ
と

で
す
。
窓
と
い
う
窓
、
庭
先
そ
し
て

玄
関
な
ど
そ
こ
か
し
こ
に
花
が
溢
れ

て
い
ま
す
。
窓
に
飾
る
花
な
ど
は
、

窓
の
外
に
向
け
て
飾
る
と
聞
い
て
二

度
ピ
ッ
ク
リ
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
国

土
の
四
分
の
三
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
自
身

の
干
拓
に
よ
っ
て
造
っ
た
土
地
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
国
土
を
愛
す
る
気
持
ち

十
月
十
六
日
、
団
員
た
ち
は
期
待

と
不
安
を
胸
に
、
ア
メ
リ
カ

・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

家
庭
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

農
家
の
経
営
は
稲
、
酪
農
、
果
樹

な
ど
の
栽
培
で
し
た
。
稲
作
中
心
の

農
家
で
は
、
ち
ょ
う
ど
晩
生
稲
の
刈

り
取
り
時
期
で
、
団
員
た
ち
は
大
型

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
刈
り
取
り
ゃ
運

搬
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、

酪
農
を
営
む
農
家
で
は
、
何
千
と
い

う
乳
牛
を
飼
育
し
、

一
貫
し
て
機
械

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
た
農
場
主
か
ら
は
「
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
ィ
の
期
間
を
も
っ
と
延
長
し
て
く

れ
」
と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
、
団
長
招
待
の
・
お

別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
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各
農
場
で
、
団
員
た
ち
は
そ
の
経

営
規
模
の
大
き
さ
に
驚
く
と
同
時
に

機
械
化
さ
れ
た
合
理
的
な
経
営
に
は
、

と
て
も
多
く
の
も
の
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
農
場
主
は
、
農
場
で
の
実
習

や
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
施
設

研
究
所
な
ど
に
も
案
内
し
て
く
れ
、

こ
の
親
切
さ
に
は
「
感
謝
、
感
謝
」

の
連
続
で
し
た
。

一
般
に
日
本
人
は
働
き
者
な
ど
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
団
員
た
ち
も
御
多

分
に
も
れ
ず
よ
く
働
き
、
熱
心
に
学

習
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
感
む

が
、
団
員
が
家
族
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
涙
す
る
光
景
も
見
ら
れ
、
こ
の

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
も
所
期
の
目
的
を

十
分
に
果
た
し
ま
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
近
く
の
白
人
農
家
で
、
十
日

間
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
体
験
し
ま

し
た
。ボ
ス
は
、
顔
じ
ゅ
う
ヒ
ゲ
を
伸
ば

し
、
威
厳
の
あ
る
方
で
し
た
。

家
族
は
四
人
で
、
経
営
は
養
蜂
が
中

心
。
乳
牛
、
ヒ
ツ
ジ
、
ニ
ワ
ト
リ
、

ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
は
、
自
家
用
だ
け

で
す
。
私
た
ち
二
名
に
は
別
棟
の
一

室
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ビ
ン
グ

ル
i
ム
に
は
、
ピ
ア
ノ
と
ド
ラ
ム
、

ス
テ
レ
オ
そ
れ
に
暖
炉
が
あ
り
、
家

具
は
古
い
物
を
大
切
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
ど
の
部
屋

に
も
メ
イ
ン
の
照
明
が
な
く
ス

タ
ン

ド
だ
け
で
、
必
要
な
時
だ
け
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
(
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

行
つ
で
も
、
暗
い
所
で
、
食
事
を
と

っ
て
い
る
。
)
車
は
車
検
が
な
い
の
で
、

「
パ
タ
パ
タ
」
の
車
を
大
切
に
使
用

し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
、
庭
に
大

き
な
プ
!
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

食
生
活
の
面
も
か
な
り
質
素
で
、

安
い
牛
肉
も
た
ま
に
食
べ
る
く
ら
い

で
卵
、
ベ
ー
コ
ン
、
鶏
肉
、
豆
類
、

パ
レ
イ
シ
ョ
、
パ
ン
、
レ
タ
ス
な
ど

が
中
心
で
し
た
。
夕
食
を
レ
ス
ト
ラ

ン
で
と
っ
た
時
も
、
ジ
ャ
ン
ボ
な
ピ

ザ
パ
イ
と
ピ

i
ル
だ
け
で
し
た
。
ボ

ス
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働

き
ま
す
。(
日
曜
日
も
)
。
家
か
ら
見
え

る
景
色
は
、
だ
だ

っ
広
い
農
地
が
開

け
、
地
平
線
か
ら
日
が
昇
り
、
地
平

線
に
沈
む
。
毎
日
青
空
。
広
い
農
地

で
エ
ア
コ
ン
、
ス
テ
レ
オ
付
き
の
ト

ラ
ク
タ
ー
を
一
直
線
に
走
ら
せ
る
な

ど
、
実
に
快
適
で
し
た
。
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が
よ
り
一
層
強
く
、
自
ら
の
国
土
を

の
よ
う
に
明
る
く
陽
気
で
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
家
庭
と
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ

花
で
美
し
く
着
飾
ろ
う
と
す
る
の
で

し
ょ
》
フ
か
。

な
ど
は
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど

に
盛
り
上
が
り
、
お
互
い
が
ユ

l
ラ

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
々
は
、
花

シ
ア
大
陸
の
東
の
端
と
西
の
端
の
住

人
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ

ど
打
ち
溶
け
合
い
ま
す
。

一一…一本所説明…休明…
先
進
国
佐
訪
問
…偏
一川一
個田
中一一

森
の
国
ド
イ
ツ
は
福
祉
の
国

八
月
二
十
七
日
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
団
員
一
同

卜
空
港
に
降
り
立
っ
た
時
は
、
時
差

緊
張
し
ま
し
た
。
郊
外
を
走
る
ア
ウ

ト
パ

l
ン
(
高
速

道
路
)
の
す
ば
ら

企フランクフjレトでのホームヴィジ、ソトで手作りのケーキをいただきながら歓談

し
さ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
ど
こ
へ

行

っ
て
も
豊
か
な

緑
は
、
車
窓
に
行

お・き
と・交
ぎ・う
の・ 、

国・ま
かる
らで

抜
け
出
た
よ
う
な

建
物
と
相
ま
っ
て
、

心
を
な
ぐ
さ
め
て

く
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
は

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

市
を
中
心
に
活
動

し
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
促

また
すこ
。 と

当が
時始
はま
、り

串と
柿伝
やえ
さ・ら
わ・れ
し・て
柿・しミ

福
光
の
干
柿
は
、
今
か
ら
お
よ
そ

三
百
八
十
年
前
、
加
賀
二
代
藩
主
前

田
利
長
公
が
、
河
川
の
は
ん
濫
で
荒

と
し
て
貧
し
か

っ
た
農
家
の
食
生
活

に
潤
い
を
与
え
、
農
業
経
営
を
支
え

て
き
ま
し
た
。

長
い
歴
史
を
も
っ
こ
の
柿
は
、
主

福
光
の
干
柿
一

進
法
の
あ
る
こ
の
国
で
は
、
十
六
歳

か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
青
年
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
六
ヵ
月
以
上
施
設

に
入
り
、
介
護
、
家
政
、
教
育
な
ど

の
仕
事
に
携
わ
る
場
合
に
は
住
居
、

食
事
と
少
額
の
小
使
い
な
ど
が
固
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

一一
日
目
、
私
た
ち
は
三
組
に
分
か

れ
て
共
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
施
設
の

一
つ
「
ソ

l
シ

ャ
ル
・
ゼ
ン
ト
ラ
ム
」
は
養
護
老
人

ホ

l
ム
で
、
住
居
、
集
会
所
、
病
院

が
共
存
し
て
お
り
、

一
方
で
は
、
身

障
者
が
家
族
と

一
緒
に
入
居
し
た
り
、

住
民
が
医
療
施
設
を
共
用
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
と

そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
姿
を
見
て
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
ー
づ
く
り
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

そ
の
翌
日
、
直
接
市
民
の
家
庭
生

活
を
見
聞
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は

六
班
に
分
か
れ
て
ホ

l
ム
ヴ
ィ
ジ
ツ

ト

(家
庭
訪
門
)
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

は
住
・
衣
・
食
の
順
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
イ
ン
テ
リ
ア

は
と
て
も
凝
っ
た
も
の
で
し
た
が
、

必
需
品
に
限
ら
れ
、
質
実
そ
の
も
の

で
し
た
。

食
生
活
の
面
で
も
、
ド
イ
ツ
は
と

て
も
質
素
で
し
た
が
、
自
家
製
ケ

l

キ
が
家
庭
の
象
徴
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
通
り
、
ど
の
家
庭
で
も
自
宅
で
焼

い
た
巨
大
な
ケ
ー
キ
で
歓
待
し
て
く

れ
ま
し
た
。

女
性
問
題
は
世
界
共
通

八
月
三
十
一
日
、
ド
ゴ

l
ル
空
港

か
ら
パ
リ
に
入
り
ま
し
た
。
車
窓
か

ら
見
え
る
建
物
の
重
厚
さ
は
、
さ
す

が
に
芸
術
の
都
、
歴
史
の
重
み
と
文

と
し
て
田
の
あ
ぜ
に
植
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
こ
ろ
か
ら

始
ま

っ
た
水
田
の
基
盤
整
備
で
、
先

祖
伝
来
の
古
木
は
ほ
と
ん
ど
伐
将
さ

れ
、
こ
れ
に
代

っ
て
立
野
が
原
を
中

心
に
樹
園
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
初
旬
こ
ろ
か
ら
田
に
建
て

ら
れ
た

H

は
さ
H

に
皮
を
む
い
て
つ

る
し
、
晩
秋
の
日
差
し
と
H

医
王
山

お
ろ
し
H

の
寒
風
に
さ
ら
す

|

|
こ

の
独
特
の
干
柿
製
法
も
昭
和
四
十
六

年
こ
ろ
か
ら
モ
ダ
ン
な
ガ
ラ
ス
張
り

の
干
柿
乾
燥
施
設
に
変
わ
り
、
南
砺

地
方
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た

H

柿
ば
さ
H

も
、
今
で
は
わ
ず

か
に
面
影
を
と
ど
め
る
程
度
に
な

っ

て
い
ま
す
。

干
柿
は
、
年
末
・
年
始
に
か
け
て

注
文
が
殺
到
し
、
ふ
る
さ
と
の
味
、

正
月
の
昧
と
し
て
県
内
だ
け
で
な
く

金
沢
、
関
東
、
関
西
、
中
京
方
面
へ

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
山
の
白
ね
ぎ
は
、
神
通
川
の
河

口
に
近
い
金
山
新
の
ほ
か
数
集
落
で

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、

化
遺
産
へ
の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。私

た
ち
は
、
フ
ラ

ン
ス

女
性
の
権

利
担
当
省
へ
直
行
し
ま
し
た
。

こ
こ

神
通
川
に
よ

っ
て
運
ば
れ
た
深
い
砂

質
土
壌
地
帯
で
、
従
来
か
ら
も
ね
、
ぎ

作
り
の
盛
ん
な
所
で
「
宮
尾
ね
、
ぎ
」

の
選
抜
さ
れ
た
由
緒
あ
る
産
地
で
も

あ
り
ま
す
。

近
年
、
ね
、ぎ
は
年
聞
を
通
じ
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
金
山
新
で

は
春
四
月
か
ら
七
月
は
じ
め
は
青
ね

ぎ
、
七
月
か
ら
十
二
月
は
白
ネ
ギ
を

出
荷
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ
た

培
を
行

っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
秋
冬
ね
ぎ
は
本
県
の
気
象

風
土
に
適
し
、
繊
維
質
が
少
く
て
軟

ら
か
く
、
風
味
の
良
い
こ
と
で
定
評

が
あ
り
ま
す
。
主
な
出
荷
先
は
富
山

市
場
の
ほ
か
中
京
・
京
阪
神
方
面
で

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

秋
ぎ
く
は
、
八
月
末
に
な
る
と
短

目
に
反
応
し
て
花
芽
が
で
き
、
十

一

月
は
じ
め
に
花
を
開
く
の
が
普
通
で

す
が
、
八
月
下
旬
か
ら
十
月
は
じ
め

ま
で
、
日
没
か
ら
数
時
間
明
り
を
あ

て
る
と
花
の
時
期
が
遅
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
電
照
、ぎ
く
は
、
.
き
く
の
開
花

の
生
理
を
利
用
し
て
花
の
咲
く
時
期

は
ミ

ッ
テ
ラ
ン
政
権
に
か
わ

っ
て
か

ら
新
設
さ
れ
た
役
所
で
、
大
臣
も
も

ち
ろ
ん
女
性
。
当
面
の
目
標
と
し
て

次
の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

一
、
避
妊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

二
、
男
性
も
育
児
休
業
を
と
る
よ
う

奨
励
す
る

三
、
婦
人
の
雇
用
環
境
の
整
備

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
性
に
も
育
児

休
業
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

と
る
人
が
少
な
く
女
性
だ
け
に
育
児

の
責
任
が
か
た
よ
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
全
労
働
者
の

三
八
ば
が

女
性
で
、
こ
の
割
合
は
年
々
増
加
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
況
の

し
わ
寄
せ
が
女
性
に
向
け
ら
れ
て
お

り
、
就
職
希
望
女
性
の
半
数
が
失
業

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
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翌
日
訪
れ
た
民
間
の
有
識
者
団
体
、

「
婦
人
調
査
情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
、

H

未
来
女
性
H

と
も
い
わ
れ
、
女
性

が
す
べ
て
に
つ
い
て
自
由
に
、
そ
し

て
自
分
の
運
命
を
自
分
の
手
で
拓
い

て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
で
女
性
問
題
の
共
通
性
、

国
際
的
な
連
帯
の
必
要
性
を
痛
感
し

本
4
F
F
し
れ
~
。
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を
遅
く
し
た
も
の
で
す
。
福
野
町
の

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、
八
月
下
旬
か

ら
十
月
に
か
け
て
の
日
没
時
に
は
電

灯
が

一
斉
に
輝
き
、

一
大
景
観
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。

現
在
、
十
二
戸
の
農
家
で
十
二
万

平
方

M
の
電
照
、
ぎ
く
を
栽
培
し
、
十

一一
月
始
め
か
ら
正
月
に
か
け
て
二
十

四
万
本
の
香
り
高
い
き
く
が
高
岡
・

富
山
・
金
沢
ヘ
出
荷
さ
れ
、
人
々
の

心
を
な
ご
ま
せ
て
い
ま
す
。



県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
開
館
記

念
シ
リ
ー
ズ
展
の
第
四
企
画
と
し
て

「
わ
た
し
た
ち
の
壁
画
展
」
を
開
催

一
月
五
日
か
ら
三
十

し
ま
す
。

ま
で
二
十
三
日
間
に
わ
た
る
こ
の
展

覧
会
は
、
こ
れ
か
ら
伸
び
ゆ
く
小

・

中
学
生
が
美
術
に
親
し
み
、
創
造
の

喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
に
と
の
企
画

で
す
。七
月
か
ら
十
月

ま
で
の
四
ヵ
月
を

費
し
て
完
成
し
た

作
品
は
、

美
術
館

.- ，~ 

施政 信 ら 統造 o 記使票調査 すか o と ー いの統商
エかエ 鉱商入額用 るにわ工お日ま 三 計鉱通 工進策を 才、 にネ計 し 事すが業りですっ調工産
ル し ル査調工業 て 、に業る国統で、 。 の査業省 業ギ て ギ い製スn吐E u は 所自の計す各調調、エで
め l 、 l エた を的工調 。調査査工ネは ー 統る の 省消 不だ i芸 で 業査 査日を業ル 弓
の 導エ費 ルき出 、の のは全実ギ工 計に入 やネ の ギま荷額 数に製実 内十国態 l 業

の
必要基な 行など、石j代由 態実明を

l す 、行造態 容 二一 基消統 な
権i費自
。 な原い業を は月斉本費計 調
どを材料 ま に明 次の 三十行に 査調構造実調 査 どす属ら

すすがは 業臣的策の 0 い 量 ガ所すて礎 が

の査票調持を 、こ でがにの態実わ工て スでるい資 行で 今月れ大す指定 し基 が業記金、、従ま料
ら 。 た礎料資を 把を国態実入額電石業すを 司歩，、ごの 三 し のし・力油者 。 得
っ た 握 て在な製 三 対る

協力を つ 旬中の 製護を 標査本調 し製造業 基本い庫ど品十象こ 才n
てこ調 得、 調た数の、人はと ま
おうろ査大 でる中を査だ量年石以製を す
願かにに 、こ小営 きな間炭上造目
いが調査員 つ 営む産通と企む まど消、の業的 。
しい い を業企 すに費都事にに
まま で 企大目施業 。つ数市業属し

人

一
人
の
個
性
を

十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
す
。

〈
出
品
校
〉

o
小
学
校

富
山
市
/
奥
田
、
神
明
、
東
部
、

堀
川
、
山
室

高
岡
市
/
定
塚
、
南
条

黒
部
市
市
/
三
日
市

、
多
T
J

自
主
川
d

d
ホ
-
m
/里山
河

城
端
町
/
城
端

福
野
町
/
福
野

八
尾
町
/
八
尾

0

中
学
校

富
山
市
/
芝
園
、
南
部
、
北
部
、

魚
津
市
/
上
野
方
、
経
由
、
南
加
積

氷
見
市
/
湖
南

品
岡
市
/
志
貴
野

巣
箱
と
い
う
の
は
、
木
の
幹
に
穴

B 

イ

野
鳥
た
ち
の
た
め
に
巣
箱
を
つ
く

り
、
こ
と
し
の
う
ち
に
木
に
か
け
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

口

-巣箱の板のっくりかた(しじゅうから)用

ト15→板のあっさ 1cmくらい

ホ

の
展
示
壁
面
を
充

分
に
埋
め
つ
く
す

ほ
ど
大
き
な
も
の

で
、
自
由
な
テ

l

マ
の
も
と
に
各
校

と
も
本
図
に
と
り

か
か
る
ま
で
な
ん

ど
も
下
図
を
書
き

直
し
、
構
図
の
段

階
か
ら
熱
心
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

児
童
、

生
徒
た
ち

は
、
壁
画
の
共
同

制
作
を
通
し
て

日

す
か
ら
「
大
は
小
を
兼
ね
る
」
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

こ
こ
で
最
も

一
般
的
な
ヤ
マ
ガ
ラ
、

シ
ジ

ュ
ウ
ガ
ラ
兼
用
の
巣
箱
の
つ
く

り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

を
あ
け
て
巣
を
つ
く

っ
て
い
る
野
鳥

基
本
的
な
各
部
の
寸
法
が
あ
れ
ば
、

が
主
に
利
用
す
る
の
で
す
が

そ
の

素
材
や
形
を
自
由
に
変
え
て
楽
し
い

巣
箱
に
し
た
い
も
の
で
す
。
作
る
際

に
特
に
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
板
の

種
類
に
よ

っ
て
穴
の
大
き
さ
、
中
の

広
さ
、
底
の
深
さ
が
違
い
ま
す
。
で

ホ||そ||ィ

J¥ 

は
り
が
ね
を
通
す
あ
な

悶
圃
繰
り
上
げ
と
繰
り
下
げ

皿
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
?

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
と
通
算

老
齢
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
の
間
に
支
給
を
受

け
た
い
と
き
は
、
繰
り
上
げ
て
受

「こうしたらどうかな?Jみんなで・知恵を出し合って……

魚
津
市
/
魚
津
東
部

黒
部
市
/
桜
井

氷
見
市
/
氷
見

滑
川
市
/
滑
川

合
せ
目
か
ら
光
や
雨
水
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
、
色
を
塗

っ
た
り
止
り
木

を
つ
け
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

次
に
取
り
付
け
で
す
が
、
巣
箱
は

木
の
茂
み
の
中
に
付
け
て
は
い
け
ま

65歳で受けるべき年
金額に対する減額率

0.42 

0.35 

0.28 

0.20 

受給時の年齢

60歳以上61歳未満

61歳。 62歳

62歳。 63歳

63歳。 64歳

64歳。 65歳

~ 

~ 

~ 

繰り上げ減額率

2
 
2
 

小
杉
町
/
小
杉

利福
賀光
村町
/ / 
利吉
賀江

せ
ん
。
枝
の
な
い
太
い
幹
に
し

っ
か

り
取
り
付
け
ま
す
。
ま
た
、
へ
ビ
が

ほ
か
の
幹
か
ら
移

っ
て
来
な
い
か

登

っ
て
来
な
い
か
な
ど
細
心
の
注
意

を
は
ら
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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O. 1 1 

た
だ
し
、
そ
の
場
合
は
こ
の
年

金
額
は
別
表
の
と
お
り
、
一

一
は

か
ら
四
こ
は
も
減
ら
さ
れ
た
も
の

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
繰
り
上
げ

の
年
金
を
受
け
る
と
H

年
金
は
一

生
減
額
さ
れ
た
ま
ま
で
、
取
り
消

し
が
で
き
ま
せ
ん
H

繰
り
上
げ
て

請
求
さ
れ
る
と
き
は
よ
く
考
え
ま

し
ょ
ャ
フ
。

ま
た
、
事
前
に
申
請
し
て
六
十

~ 

六
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
聞
に
受

給
を
始
め
る
と
、
年
金
額
が
十
二

一日
か
ら
八
十
八
は
も
増
額
さ
れ
る

「
繰
り
下
げ
支
給
」
と
い
う
し
く

み
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
ま
た
は

町
村
役
場
の
窓
口
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。



ここ数年来、健康に対する関心の高まりとともに と自

然食品ご健康食品とが話題になっています。

これらの食品の中には、食品添加物を使用して

いるにもかかわらず ξ天然ご自然とと表示され

ているものや、病気の治療や予防を示唆す

るような売り方をしているものなど、問

題のあるものもあります。そこで、

消費生活センターに寄せられた相

談を通して自然食品、健康食

品について考えてみました。
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相

談

東
京
の
友
人
か
ら
自
然
食
品
と

い
う
こ
と
で
お
茶
を
送
っ
て
も
ら

い
、
ず
っ
と
飲
ん
で
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
昧
に
疑

問
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

送
料
を
含
め
て
一一
キ
ロ
三
千
円
も
す

る
も
の
で
す
が
、
化
学
調
味
料
が

入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

回

答

緑
茶
中
に
は
タ
ン
ニ
ン
、

ア
ミ
ノ

酸
、
カ
フ
ェ
イ
ン
、
糖
な
ど
種
々
の

成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
化
学
調

味
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
グ
ル

タ
ミ
ン
酸
ソ

l
ダ
は
こ
の
う
ち
の
ア

ミ
ノ
酸
の

一
種
で
、
よ
い
お
茶
ほ
ど

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
お
り
H

う
ま
味
H

を
出
し
て
い
ま
す
。

申
し
出
の
お
茶
を
検
査
し
た
と
こ

ろ
、
自
然
に
含
ま
れ
る
量
を
は
る
か

に
上
ま
わ
る
多
量
の
グ
ル
タ
ミ
ン
酸

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
お

茶
に
化
学
調
味
料
を
添
加
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
規
制
は
な
く
、
添
加

さ
れ
る
こ
と
自
体
は
違
反
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
自
然
食
品
と
銘

打
っ
て
化
学
調
味
料
を
加
え
た
お
茶

を
売
る
こ
と
は
、
消
費
者
を
欺
く
も

の
で
あ
り
問
題
で
す
。

申
し
出
者
に
は
以
上
の
こ
と
を
伝

え
、
販
売
庖
な
ど
の
指
導
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
話
し
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
の
介
入
を
断
わ

っ
た
た
め
、
自

然
食
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
過
信

は
禁
物
だ
と
い
う
こ
と
を
話
し
て
注

意
を
う
な
が
し
ま
し
た
。

相
'::"1.' 

言火

知
り
合
い
か
ら
H

健
康
に
よ
い

か
ら
H

と
、
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ

ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
補
給

を
目
的
に
し
た
健
康
食
品
を
、
一

セ
ッ
ト
(
八
品
)
三
万
六
千
円
ほ

ど
で
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
当

に
効
果
は
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

回

ヨま
Eヨ

申
し
出
者
の
健
康
食
品
は
錠
剤
状

の
も
の
で
、
医
薬
品
的
な
効
果
を
期

待
す
る
む
き
も
あ
り
ま
す
が
、
健
康

食
品
は
あ
く
ま
で
も
H

食
品
H

で
あ

っ
て
、
医
薬
品
的
な
効
果
を
期
待
す
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七Fん￥令く後授が1すぐれ;令いい、

つ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
価
な
健
康
食
品
に
頼
る
よ
り
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心
が

セ
ッ
ト
で

一
ヵ
月
分
く
ら
い
あ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
食
品
と
し
て
は
ず

い
分
高
価
な
買
い
物
だ
と
い
え
ま
す
。

け
る
方
が
賢
明
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

: :定定定....
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:白
;:然 ..，

天;
7;然コ

自
然
食
品
、
健
康
食
品
に
つ
い
て

は
、
は

っ
き
り
し
た
定
義
が
あ
る
わ

け
で
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。
食
品
添
加
物
さ
え
入

っ
て
い
な
け
れ
ば
自
然
食
品
と
呼
べ

る
の
か
、
農
薬
そ
の
ほ
か

一
切
の
化

学
物
質
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
な
い
も

の
ま
で
求
め
る
の
か
定
義
が
む
ず
か

し
く
仰
天
然
り
自
然
H

と
い
う
表
現

自
体
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
声
も

出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
健
康
食
品
と
呼
ば
れ
る
も

の
の
中
に
は
、
古
来
伝
承
的
な
民
間

薬
と
し
て
そ
の
薬
理
作
用
が
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
ま

O
お
問
い
合
せ
は

す
が
、
有
効
成
分
が
全
く
解
明
さ
れ

て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
効
果
を
期

② 

健
康
食
品
は
、
医
薬
品
で
な
く

食
品
だ
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お

待
で
き
な
い
も
の
も
多
々
あ
り
ま
す
。

キ
C
念
品

1
U
ト
小
v
勺
ノ
。

し
か
し
、
自
然
食
品
や
健
康
食
品

を
利
用
す
る
人
た
ち
は
、
健
康
に
自

信
が
も
て
な
か

っ
た
り
、
身
体
に
何

③ 

他
人
の
身
体
に
合
う
も
の
で
も

そ
れ
が
自
分
に
合
う
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
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ら
か
の
異
常
が
あ

っ
た
り
す
る
場
合

④ 

H

自
然
り
天
然
H

と
銘
打

っ
た

食
品
が
、
ほ
か
の
市
販
品
と
ど
う

違
う
の
か
、
よ
く
調
べ
て
買
い
ま

が
多
い
も
の
。
安
易
に
と
び
つ
い
て

し
ま
う
の
も
人
情
と
い
え
ま
す
が
、

利
用
す
る
か
ど
う
か
は
次
の
点
に
注

ー
レ

ト
品
加
勺
ノ
。

①
 
意
し
て
判
断
し
ま
し

ょ
う
。

健
康
は
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た

⑤ 

大
量
買
い
は
避
け
ま
し

ょ
う
。

食
生
活
と
適
康
な
運
動
に
よ

っ
て

維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
ょ
う
。

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
県
民
会
館
四
階
)

宮

(
0
7
6
4
)
幻

1
9
2
3
3

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

(
本
丸
会
館
一
階
、
旧
市
役
所
跡
)

宮

(
0
7
6
6
)
お
1
2
7
7
7



10月17日
麗林道大山~福光線を起工
県の南部を横断する大規模林道大

山~福光線の起工式が利賀村で行わ

れました。この林道は大山町小見か

ら大沢野町、細入村、八尾町、利賀

村、平・上平村、城端町を経て福光

町万利へ抜けるもので総延長 146.8
キロ、全線開通は65年度の予定です。

10月21日
麗高等教育機関整備ヘ

推進委員会発足

県内高等教育機関(大学、短大な

ど)整備を検討する富山県高等教育

機関整備推進委員会(委員長・豊田

文一元金沢大学学長)が発足し、こ

の日、初会合を聞きました。

この委員会では、有数の進学県であ

りながら、大学収容率が全国最下位

に近い富山県の現状を打開するため、

県内収容率を高めることを当面の課

題に、既存大学の拡充や新設、誘致

のための対応策を検討することにし

ています。

10月21日
麗県人口の高齢化進む

昨年10月1日に行った国勢調査の
第1次基本集計結果がまとまりまし

た。

これによりますと、県人口は110万

3，459人(50年比3.l'~'>>増 ) で、男53万
2，686人、女57万773人となっていま
す。また、 65歳以上の老年人口は12
万3 ， 407人で、全体の11.2~~f(全国平
均9.0~'>>) となり、この 5 年間に21. 9
Gの大幅な伸びを示しています。

~."，，-.... 

e 

可...........-

.....大山~福光線の起工式でクワ入れを
行う中沖知事

井波町で里芋の収穫状況を視察する砂
中沖知事

10月26日
麗圧)11、井波で「語るつどい」
第6回目の「知事と語るっとーい」

(庄川・井波両町合同)を井波町社

会福祉センターで開催しました。こ

のつどいには約300人の方が参加され
道路整備、雪対策、大学の誘致など

について意見交換を行いました。

また、この「つどい」に前後して

行われた「まちまわり」で、知事は

地元企業、里芋の収穫状況、ほ場整

備、マー シ固などを視察しました。

2フ

12月街頭献血日程
月日曜 士曇 所 時間

12ハω立山町役場前 10:00----15:30 
5出 富山駅前 10:00----16:00 

5出 高岡駅前 10:00----15 :30 

12仕)富山駅前 1 0: 00----16: 00 

12出 高岡駅前 10:00----15:30 

13(日)富山西武前 10:00----16:00 

11月28
~県政功労者などを表彰
今年度の県政功労者、文化功労者、

教育功労者の表彰を行い、中沖知事、

松倉教育委員長職務代理者が、表彰

状と記念品を贈りました。

この日受賞されたのは、県政功労

が51個人、 4団体、文化功労が5個
人1団体、教育功労が28個人17団体
でした。

11月4日~
麗日本画の力作84点を公開

県立近代美術館

近代美術館の開館記念シリーズ第

3弾「現代日本美術の展望一日本画」

展が始まりました。

これは、日本画の分野で注目すべ

き制作活動を行な っている作家50人
の作品84点を展示したもので、会期
は12月20日までにな っています。

11月108
~北陸新幹線を最優先
110万県民が熱望している北陸新幹
線の優先着工が、この日聞かれた自

由民主党の四役会議で決定されまし

た。

月日曜 I暴 所

12/19凶 魚津サンプラザ前

19仕)高岡駅前

26出 富山駅前

26出 高岡駅前

27(日)高岡駅前

1 1月118
~松川を美し く

時間

10:00----15 :30 

10:00----15 :30 

10:00----16:00 

10:00----15 :30 

10:00----15 :30 

水質審議会が答申

富山県水質審議会は、富山市中心

部を流れる松川浄化のため、環境基

準をBOD(生物化学的酸素要求量)

を3PPM以下に抑えるという県の諮

問案を了承し、知事に答申しました。

これは、建設省富山工事事務所が

来年度から 2ヵ年で、毎秒2トンずつ

神通川から導入し、松川を浄化しよ

うとしているのに併せたもので、 5

年以内の達成目標とな っています。

1 1月128
~身障者雇用率は 1 . 45~~~{県内)
県では、ことし 6月1日現在の身
体障害者雇用状況をまとめました。

これをみますと、身体障害者を 1人

以上雇用する義務のある企業(442社)
の平均雇用率は1.45 で、法定雇用
率(1.5~~f) には及びませんが、昨年

に比べ0.09 ~ í上昇し、過去最高の伸
び率とな ったことがわかりました。

26 

.畠際障害者年記念大会

今月の九日、富山市の県民会館で「富山

県国際障害者年記念大会J が開催されます。

この l年、障害者の〈完全参加と平等〉と

いう目標に向けて、さまざまな取り組みが

なされたわけですが、この大会は、 1年間
を振り返り、来年以降へ向けて新たにスタ

ートしようというものです。

日時 12月9日制午前10時

会場富山県民会館

内容障害者問題について語る会

(分科会)

ふれあいのプロムナード

記念式典

記念講演

「きれいごとの福祉か

ふだんぎの福祉か」

講師 なだいなだ氏

.中小企業向け年末節季資金の融資案内

・融資限度額/300万円(組合は1，∞o万円)
.融資利率/年7. 3~:4以内
・融資期間/5ヵ月以内
・申し込み/12月31日までに県内の金融機関

へどうぞ

-農業近代化資金に新たな資金が追加

地域農業再編整備資金=年利率 4.0~~
計画的な地域農業の再編整備に必要な施設

や設備が対象です。

詳しくは最寄りの農協へどうぞ。

-自衛官募集

区分/2等陸士・海士・空士
資格/1~議以上25歳未満の男子
受け付1t/随時
間合先/各市町村または以下へ

自衛隊富山地方連絡部信富山41-3271
富山自衛隊募集事務所宮富山41-8782
魚揮 。 ク 雷魚津24-1036
高向 。 。 宮高間21-2411
砺波 ~ ~ ff砺波3-2392 

1日-25日
義末助け合い運動

1日-28日

食品の年末一斉取締月間

食品衛生には十分i主意しましょう。



広報課では、県民のみなさんと県庁との大切なパイプ役として、この月刊誌「県広報とやま」

のほかテレビ、新聞などを通じて県の事業の紹介や生活に欠かせない情報を提供しています。

また、県民相談室や県政ノ〈ス教室、知事と語るつどいなどを通じてみなさんのご意見や要望を

お聞きしています。

毎週日曜日

午前8時~8時30分

放送日 番 組(予定) 内 宅__._手P 

県づくりは県民自らの手によって

とい募lう二件千考子えで募集された県民の知恵月
12. 6 県民の知恵紹介

は応 数835にのぼりました。12
3日 われた ミ県民フォーラムミ

の模を様とともにこの県民の知恵のー
部紹介します。

雪に負けない
恒5久6年的豪モ雪デのル教対訓を生かし、雪利用の

12.13 対中策を目ざす総合え雪、対

県土づくり 後策i研究会議の 問答申を踏ま 今
の除雪基本計画についてもふれる。

ここ数年、消費生活セ ンター にお

12.20 消費生活アラカルト
ける相談件数は急増しています。年
末を控え、訪問販売トラプルなど、
目立った事例を紹介します。

12.27 あすを拓く(シリーズ)
将来の展望をひらくために努力し
ている人物・グルー プの紹介。

1 . 3 知事 と 語る 新春対談番組

KNB 1こんにちは富山で、す」

12周@
テレピ

，醐喰似阻

ー耳切畑肺

之~

放送日 番 組(予定) 内 時壬与量、

来年犬はと犬年ミ。これにちなんで県
12. 6 犬アラカル卜 内の にまつわる話題をいろいろ集

めます。

富山のサーファーにとって、波ズの

冬の海はサーブアー 荒れる冬寒こそがサーフィンシー ン

12.13 
の季節

です。 さをものともせず冬の日本
海に挑む彼らの心意気、サーフィン
の魅力をレポート。

小学校の校長である飯田先生が、

12.20 飯田先生の教育相談 教育問題についてみなさんと一緒に
考えます。

障共害者福祉のまちづく りとして、

公 施設な どの協整備会が進がめられてい
12.27 福祉マ ツ フ ます。社会福祉議 中心をになっ

て、これらの施設の案内図 作成し
たのですが・・・・・・。

1 . 2 新 春 女す 2炎

毎週日曜日

午前9時~9時30分富山テレビ放送1110万人のひろ，;t'J

貼
し
ら
と
り
養
護
学
校

婦
負
郡
婦
中
町
下
邑

2
8
7
7

8
(0
7
6
4
6
)
9
l
5
5
3
1
 

し
ら
と
り
養
護
学
校
で
は
「
明
る

社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
明
朗
で

く
、
仲
よ
く
、
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
児
童
生
徒
一

人

一
人
が
自

協
調
性
に
富
む
健
康
な
子
供
の
育
成

に
努
め
て
い
ま
す
。

ら
心
身
の
障
害
を
克
服
し
、
進
ん
で

小
学
部
、
中
学
部
、
高
等
部
か
ら

な
る
同
校
の
教
育

昭和53年開校したしらとり養護学校

まずは体の機能回復からと元気いっぱいに・....

の
柱
に
な
る
の
は

生
活
、
養
護
の

二

教
科
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
、
健
常
者

の
学
校
と
閉
じ
よ

う
に
国
語
や
算
数
、

体
育
な
ど
の
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
色

あ
る
授
業
形
態
に

「
職
場
実
習
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、

社
会
仁
巣
立
つ
の

を
間
近
に
ひ
か
え

た
高
等
部
の
生
徒

た
ち
の
た
め
に
有

給
就
職
の
道
を
開

霊童彊R'~~・
県政についてのご相談は・.....

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

8富山31-4111附
31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411

魚津市新宿1O-7(総合庁舎内)

宮魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)

宮砺波3-5151
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室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民

みんなの県政

毎月最終土曜日に、北日本、富山、読冗、

北陸中日の 4紙に掲載しています。 このうち、

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は毎月第 2土曜

4 . 7・11・1月(予定)の 4回は見聞き 2

ページを使って掲載します。

日に掲載しています。

職場実習に励む高等部の生徒たちこ
う
と
す
る
も
の
で
、
婦
中
町
内
の

企
業
で
、
そ
の
職
員
ら
に
混

っ
た
生

徒
が
、
実
習
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
同
校
に
は
通
学
が
困
難
な

子
供
た
ち
の
た
め
に
「
訪
問
教
育
」

と
い
う
制
度
が
あ
っ
て
、
週
一

回
、
施
設
や
病
院
の
子
供
た
ち
を
訪

閉
し
て
授
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

入
学
す
る
と
き
は

入
学
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
市

町
村
の
教
育
委
員
会
か
児
童
相
談
所

に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
学
校
で

も
就
学
や
教
育
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。



あ
な
た
は
冬
山
登
山
の
適
格
者
か

冬
山
は
、
天
候
が
変
わ
り
ゃ
す
く
、
毎
年
の
よ
う
対
処
で
き
る
だ
け
の
余
裕
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

に
な
だ
れ
、
滑
落
、
凍
死
な
ど
悲
惨
な
遭
難
が
く
り

O

基
礎
体
力
を
養
う
た
め
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

返
さ
れ
て
い
ま
す
。
冬

山

登

山

を

さ

れ

る

人

は

、

次

に

励

み

、
耐
寒
、
耐
久
力
の
保
持
に
努
め
ま
し

ょ

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ぅ
。

O

登
山
ル
l
ト
、
危
険
ヵ
所
、
気
象
に
よ
る
変
化

O

危
険
箇
所
で
は
ザ
イ
ル
を
使
う
な
ど
、
慎
重
に

な
ど
を
よ
く
研
究
し
ま
し

ょ
う
。

O

日
程
、
食
糧
、
装
備
な
ど
は
、
最
悪
の
事
態
に

遭難事故が多発
!。
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